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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

組
合
員
並
び
に
賛
助
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
新
た
な
気
持
ち
で
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
、
一
月
に
中
国
の
湖
北
省
武
漢
市
か
ら
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
中

国
か
ら
全
世
界
に
感
染
拡
大
し
、
三
月
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
か
ら
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
が
宣
言
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
各
地
で
「
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
」
に
よ
り
市
民
生
活
や
経
済
活
動
に
大
き
な

影
響
が
出
て
お
り
、
未
だ
に
感
染
拡
大
の
終
息
が
見
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

国
内
に
お
い
て
も
、
四
月
以
降
に
感
染
者
が
急
増
し
、
都
市
部
で
の
医
療
崩
壊
が
危
惧

さ
れ
る
中
、
四
月
七
日
に
東
京
都
な
ど
七
都
府
県
に
対
し
て
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
発
出

さ
れ
ま
し
た
。 

感
染
防
止
の
た
め
に
国
民
に
対
し
て
三
つ
の
密
（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）
の
回
避
や
「
新

し
い
生
活
様
式
」
な
ど
が
叫
ば
れ
、
感
染
者
の
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後

の
経
済
政
策
で
あ
る
「
Ｇ
ｏ
ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
な
ど
の
影
響
か
ら
か
地
方
に
お
い
て

も
秋
口
か
ら
第
二
波
、
第
三
波
に
よ
り
感
染
者
が
急
増
し
、
岩
手
県
内
に
お
い
て
も
十
一

月
以
降
飲
食
店
や
医
療
機
関
関
連
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
す
る
な
ど
深
刻
な
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。 

今
後
は
、
欧
米
で
開
発
し
承
認
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
に
期
待
し
、
国
内
で
の
早

期
の
接
種
開
始
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

国
政
で
は
、
八
月
に
安
倍
首
相
が
持
病
の
再
発
を
理
由
に
突
然
の
辞
任
表
明
が
あ
り
、

そ
の
後
の
自
民
党
総
裁
選
挙
に
お
い
て
安
倍
路
線
を
継
承
し
た
菅
内
閣
が
誕
生
し
ま
し

た
。
刻
々
と
変
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
で
の
手
腕
が
試
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
米
国
に
お
い
て
も
大
統
領
選
挙
が
行
わ
れ
、
国
内
を
二
分
す
る
激
戦
の
結
果
、

民
主
党
の
バ
イ
デ
ン
氏
が
新
大
統
領
に
選
出
さ
れ
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
後
の
世
界
情
勢
も
気

に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。 

当
組
合
は
、
昨
年
三
月
に
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
当
初
予
定
さ
れ
た
祝
賀
行

事
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
延
期
さ
れ
、
十
月
六
日
㈫
に
記
念
式
典
の
み
で
は

ご
ざ
い
ま
し
た
が
開
催
出
来
た
こ
と
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

創
立
五
十
周
年
を
機
に
改
め
て
先
達
の
思
い
を
大
切
に
、
協
同
組
合
の
基
本
理
念
で
あ

る
三
助
の
精
神
（
公
助
、
扶
助
、
自
助
）
の
基
、
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
や
時
代
に
即
し
た
共

同
事
業
を
実
施
し
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
個
々
の
企
業
の
繁
栄
と
団
地
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向

上
に
繋
が
る
と
信
じ
て
活
動
し
て
参
り
ま
す
。
更
に
、
団
地
内
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
や
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
な
ど
の
再
整
備
を
行
い
、
「
安
心
で
安
全

な
団
地
」「
企
業
や
人
材
が
集
ま
る
団
地
」「
新
た
な
情
報
発
信
が
出
来
る
団
地
」
を
目
指

し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
並
び
に
賛
助
会
員
始
め
関
係

各
位
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

年
頭
の
あ
い
さ
つ 
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一
、
報
告
事
項 

㈠
組
合
収
支
状
況
報
告(

令
和
二
年
九
月
末
中

間
決
算) 

九
月
末
現
在
の
収
支
状
況
を
報
告
。 

貸
借
対
照
表
の
資
産
合
計
は
十
億
八
千

二
百
万
円
、
負
債
合
計
は
三
億
九
千
七
百

万
円
、
純
資
産
は
六
億
八
千
五
百
万
円
と

な
っ
た
。 

損
益
計
算
書
の
共
同
事
業
の
収
入
合
計

は
二
億
一
千
九
百
万
円
で
、
費
用
合
計
は

二
億
一
百
万
円
と
な
り
、
事
業
収
支
差
益

（
粗
利
益
）
は
一
千
八
百
万
円
と
な
っ
て

い
る
。
賦
課
金
収
入
な
ど
を
加
え
た
総
収

入
は
二
億
四
千
二
百
万
円
、
こ
れ
に
対
し

一
般
管
理
費
な
ど
を
含
め
た
費
用
合
計
は

二
億
二
千
二
百
万
円
、
こ
れ
に
よ
り
九
月

末
現
在
で
の
当
期
純
利
益
は
約
二
千
万
円

と
な
り
、
前
年
同
期
比
で
九
十
五
万
円
の

減
少
と
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
特
例

措
置
と
し
て
賦
課
金
の
差
等
割
単
価
を
例

年
の
半
額
で
あ
る
一
坪
当
た
り
百
二
十
円

と
し
て
い
る
こ
と
が
減
益
と
な
っ
た
主
な

要
因
で
あ
る
こ
と
を
報
告
。 

㈡
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
令
和
二
年
度
上
期
実
績

報
告 今

年
度
上
期
の
参
加
施
設
数
は
五
十
八

社
六
十
施
設
で
あ
っ
た
。 

回
収
し
た
重
量
（
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
、
雑

誌
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ア
ル
ミ
缶
、
ス
チ
ー

ル
缶
）
は
六
万
七
千
六
十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
り
、
四
月
か
ら
七
月
分
の
キ
ャ
ッ
シ

ュ
バ
ッ
ク
を
参
加
企
業
へ
行
っ
た
こ
と
を

報
告
。 

㈢
組
合
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て 

祝
賀
会
を
中
止
し
た
こ
と
に
伴
う
企
業

負
担
金
の
返
金
を
十
二
月
三
日
に
行
う
予

定
で
あ
る
。
ま
た
、
未
納
先
に
対
し
て
は
文

書
に
よ
り
再
度
納
入
の
依
頼
を
し
た
こ
と

を
報
告
。
残
る
記
念
事
業
は
記
念
誌
の
発

刊
の
み
と
な
っ
て
お
り
、
年
内
の
発
刊
予

定
で
進
め
て
い
る
。 

㈣
次
回
理
事
会
・
忘
年
会
の
開
催
日
時
・
場
所

に
つ
い
て 

本
県
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
が
急
激
に
拡
大
し
て
お
り
、
理
事

会
後
の
忘
年
会
は
中
止
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。 

二
、
提
出
議
案 

第
一
号 

組
合
会
館
研
修
室
利
用
規
程
一
部

改
正
の
承
認
に
つ
い
て 

第
二
研
修
室
と
第
三
研
修
室
の
間
仕
切

り
を
撤
去
し
た
こ
と
に
よ
る
新
第
三
研
修

室
の
料
金
改
定
案
が
承
認
さ
れ
た
。 

第
二
号 

令
和
三
年
新
春
セ
ミ
ナ
ー
並
び
に

新
年
交
歓
会
開
催
承
認
に
つ
い
て 

本
県
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
を
考
慮
し
、
令
和
三
年
の
新

春
セ
ミ
ナ
ー
並
び
に
新
年
交
歓
会
は
中
止

と
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。 

  

一
、
報
告
事
項 

㈠
組
合
収
支
状
況
報
告(

令
和
二
年
十
月
末
試

算
表) 貸

借
対
照
表
の
資
産
合
計
は
十
億
八
千

五
百
万
円
で
あ
る
。
負
債
合
計
は
四
億
円

で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
純
資
産
は
六
億
八
千

五
百
万
円
と
な
っ
て
い
る
。 

損
益
計
算
書
の
共
同
事
業
収
入
合
計
は

二
億
五
千
四
百
万
円
で
あ
り
、
共
同
事
業

費
合
計
は
二
億
三
千
一
百
万
円
と
な
っ
た
。

事
業
収
支
差
益
（
粗
利
益
）
は
二
千
三
百
万

円
と
な
り
、
前
年
同
期
比
で
二
百
万
円
の

増
加
と
な
っ
て
い
る
。 

賦
課
金
収
入
な
ど
を
加
え
た
総
収
入
は

二
億
七
千
七
百
万
円
で
あ
り
、
一
般
管
理

費
、
事
業
外
費
用
を
加
え
た
費
用
合
計
は

二
億
五
千
七
百
万
円
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

十
月
末
現
在
で
の
当
期
純
利
益
は
二
千
万

円
と
な
り
、
前
年
同
期
比
で
一
百
二
十
万

円
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
特
例
措
置
に

よ
る
賦
課
金
収
入
の
減
少
が
主
な
要
因
で

あ
る
。 

㈡
組
合
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
進
捗
状
況

報
告 記

念
事
業
の
一
つ
で
あ
る
記
念
誌
の
編

集
作
業
が
終
了
し
た
。
年
内
に
納
品
さ
れ

る
見
込
み
で
、
一
月
上
旬
か
ら
順
次
配
布

予
定
で
あ
る
こ
と
を
報
告
。 

㈢
コ
ロ
ナ
対
策
組
合
事
務
局
指
針
に
つ
い
て 

本
県
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
を
受
け
、
四
月
に
作
成
し
た
組

合
事
務
局
に
お
け
る
感
染
防
止
対
策
の
指

針
を
修
正
し
た
対
応
策
を
報
告
。
新
た
に

追
加
し
た
内
容
は
、
組
合
事
務
局
に
お
い

て
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
は
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
開
示
を
す
る
こ
と
や
事
務

所
の
閉
鎖
及
び
業
務
の
引
継
ぎ
な
ど
で
あ

る
。
ま
た
、
警
備
事
業
等
に
お
い
て
感
染
状

況
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
組
合

員
企
業
に
お
い
て
感
染
者
が
発
生
し
た
場

合
は
組
合
事
務
局
ま
で
報
告
を
し
て
も
ら

う
よ
う
文
書
を
発
送
し
た
こ
と
を
報
告
。 

㈣
卸
商
業
団
地
機
能
向
上
支
援
事
業
進
捗
状

況
報
告 

団
地
内
街
路
灯
に
関
す
る
各
種
調
査
が

終
了
し
、
今
後
事
業
委
員
会
に
お
い
て
、
調

査
結
果
を
基
に
事
業
の
取
り
ま
と
め
を
行

い
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
に
向
け
た
活
動
に
役
立

て
て
い
く
こ
と
を
報
告
。 

㈤
賛
助
会
員
の
脱
会
に
つ
い
て 

㈱
住
建
シ
ス
テ
ム(

第
三
部
会
所
属)

の

施
設
を
賃
借
し
て
い
た
㈱
カ
ヴ
ァ
ー
ロ
が

移
転
に
よ
り
一
月
三
十
一
日
を
以
っ
て
賛

助
会
員
を
脱
会
す
る
こ
と
を
報
告
。 

㈥
そ
の
他 

 

・
㈿
秋
田
卸
セ
ン
タ
ー
創
立
五
十
周
年
報
告 

十
一
月
二
十
六
日
㈭
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル

ホ
テ
ル
に
お
い
て
㈿
秋
田
卸
セ
ン
タ
ー
の

記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、
当
組
合

か
ら
理
事
長
と
専
務
理
事
が
出
席
し
た
こ

と
を
報
告
。 

・
組
合
会
館
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
改
修
工
事
の
報
告 

九
月
か
ら
行
っ
て
い
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
改

修
工
事
に
つ
い
て
、
会
館
内
の
改
修
工
事

は
各
テ
ナ
ン
ト
を
含
め
全
て
完
了
し
、
外

灯
に
つ
い
て
は
十
二
月
中
に
終
了
す
る
予

定
で
あ
る
こ
と
を
報
告
。 

・
エ
ビ
ー
跡
解
体
に
つ
い
て 

エ
ビ
ー
㈱
跡
の
不
動
産
に
つ
い
て
は
、

組
合
員
の
㈱
カ
ガ
ヤ
不
動
産
が
購
入
し
、

十
二
月
か
ら
四
月
末
ま
で
の
予
定
で
社
屋

の
解
体
作
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
報
告
。 

二
、
協
議
事
項 

㈠
組
合
役
員
改
選
に
つ
い
て 

令
和
三
年
五
月
に
開
催
さ
れ
る
予
定
の

通
常
総
会
に
お
い
て
組
合
役
員
改
選
が
あ

り
前
回
同
様
、
各
部
会
か
ら
推
薦
し
て
い

た
だ
く
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
推
薦
枠

を
決
め
る
際
の
基
準
等
に
つ
い
て
今
後
各

部
会
長
等
と
協
議
し
て
い
く
こ
と
が
了
承

さ
れ
た
。 

三
、
提
出
議
案 

第
一
号 

従
業
員
就
業
規
則
の
一
部
改
正
に

つ
い
て 

育
児
・
介
護
休
業
法
の
子
の
看
護
休
暇
・

介
護
休
暇
が
改
正
さ
れ
令
和
三
年
一
月
一

日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
従
業
員

就
業
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
が
承

認
さ
れ
た
。 

第
二
号 

賛
助
会
員
加
入
に
つ
い
て 

㈲
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
（
第
五
部
会
所
属
）
の

施
設
を
㈱
Ｇ
Ｙ
に
賃
貸
し
、
同
社
が
賛
助

会
員
と
し
て
加
入
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ

た
。 

      

十
一
月
五
日
㈭
・
六
日
㈮
ラ
ポ
ー
ル
盛
岡
研

修
室
に
お
い
て
、
組
合
主
催
に
よ
る
令
和
二
年

度
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
を
、
㈱

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
日
高
章
氏
を
講
師
に
迎
え
て
開
催
し
た
。 

例
年
で
あ
れ
ば
、
四
月
に
行
わ
れ
る
新
入
社

員
合
同
研
修
会
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
今
回
は
二
日
間

に
渡
っ
て
開
催
し
た
。 

研
修
は
八
社
十
三
名
が
参
加
し
、
仕
事
の
進

め
方
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
入
社
か
ら
の
振
り

返
り
等
を
講
義
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
学
ん
だ
。 

特
に
実
演
形
式
で
学
ぶ
電
話
応
対
で
は
、
グ

ル
ー
プ
内
で
社
員
や
上
司
役
を
決
め
、
本
格
的

な
学
習
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。 研

修
会
終
了
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
抱
負
を
発
表

し
、
新
た
な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。 

な
お
、
受
講
者
が
色
紙
に
書
い
た
自
分
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
次
の
通
り
。 

成長 挑戦 笑 

万里一空 日々精進 剛 

日進月歩 精励恪勤 学 

知識をより

深める 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 
能力ｱｯﾌﾟ 

KEEP 
MOVING 
FORWARD 

初心を 

忘れない 
  

第
八
回
理
事
会(

十
一
月
十
九
日
開
催)

 

理
事
会
結
果
報
告 

｢

新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー 

ア
ッ
プ
研
修
会｣

を
開
催 

第
九
回
理
事
会(

十
二
月
二
十
二
日
開
催)

 



(3) 

      

十
一
月
九
日
㈪
～
十
一
日
㈬
・
十
六
日
㈪
矢

巾
勤
労
者
共
同
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
秋

の
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
及
び
が
ん
検
診
」
を

実
施
し
、
四
日
間
で

四
百
五
人
が
受
診
し

た
。 新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
策
と

し
て
健
診
会
場
内
へ

の
入
場
制
限
を
設
け

る
な
ど
混
雑
回
避
と

な
る
よ
う
対
策
を
講

じ
た
。
天
候
が
良
い

日
が
多
く
、
受
診
率

も
九
十
四
％
と
良
好

で
あ
っ
た
。 

     

十
一
月
十
八
日
㈬

及
び
十
九
日
㈭
流
通

セ
ン
タ
ー
内
「
秋
の

団
地
内
一
斉
清
掃
」

を
実
施
し
た
。 

二
日
目
は
悪
天
候

で
あ
っ
た
が
初
日
は

絶
好
の
清
掃
日
和
で

数
年
前
よ
り
清
掃
日

を
二
日
間
と
し
た
効

果
が
で
た
。 

春
の
一
斉
清
掃
に

続
い
て
今
回
も
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
清
掃
実
施
状
況
の
巡

回
確
認
は
事
務
局
の
み
で
行
っ
た
。 

巡
回
確
認
の
結
果
、
全
体
的
に
と
て
も
よ
く

清
掃
が
さ
れ
て
い
る
が
所
々
敷
地
内
植
栽
の

枝
が
歩
道
へ
は
み
出
し
て
い
る
所
や
、
植
栽
の

枝
で
道
路
標
識
が
隠
れ
る
恐
れ
が
あ
る
所
等

の
指
摘
が
な
さ
れ
改
善
の
通
知
を
す
る
こ
と

と
し
た
。 

ま
た
、
歩
道
の
雑
草
が
目
立
つ
箇
所
も
増
え

て
き
て
い
る
の
で
自
社
の
周
り
の
歩
道
の
除

草
も
各
社
ご
協
力
頂
き
た
い
。
秋
の
内
に
除
草

作
業
を
し
て
お
け
ば
来
年
の
春
夏
に
伸
び
る

雑
草
を
軽
減
す
る
効
果
も
あ
る
よ
う
な
の
で

お
気
づ
き
の
際
は
作
業
を
お
願
い
し
た
い
。 

     

十
一
月
六
日
㈮
ラ
ポ
ー
ル
盛
岡
研
修
室
に

お
い
て
四
社
九
名
の
参
加
に
よ
り
繊
維
部
会

と
繊
維
部
会
企
画
委
員
会
と
の
合
同
会
議
を

開
催
し
た
。 

会
議
で
は
、
令
和
三
年
の
共
同
売
り
出
し
カ

レ
ン
ダ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
案
や
発
送
方
法
な
ど

に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。 

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
状
況
に
つ
い
て

報
告
が
さ
れ
、
各
社
と
も
コ
ロ
ナ
等
の
影
響
に

よ
り
例
年
と
は
売
れ
る
も
の
が
大
き
く
変
わ

っ
て
き
て
い
る
為
、
小
売
店
が
今
何
を
必
要
と

し
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
で
売
り
上
げ
に

つ
な
げ
て
い
る
。 

各
社
の
催
事
に
つ
い
て
も
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
は
開
催
出
来
な
い
状
況

が
続
い
て
い
る
が
、
お
客
様
か
ら
は
問
い
合
わ

せ
が
あ
る
の
で
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
出
来

る
限
り
開
催
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
の

意
見
も
で
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
社
会
全
体
が
厳
し
い
状

況
で
あ
る
中
に
お
い
て
、
今
後
の
商
戦
に
つ
な

が
る
有
意
義
な
会
議
で
あ
っ
た
。 

      
 

十
月
六
日
㈬
午
後

三
時
三
十
分
よ
り
協

同
組
合
盛
岡
卸
セ
ン

タ
ー
創
立
五
十
周
年

記
念
式
典
が
、
盛
岡

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に

お
い
て
来
賓
及
び
組

合
関
係
者
ら
約
百
五

十
人
が
出
席
し
て
盛

大
に
挙
行
さ
れ
た
。 

記
念
式
典
は
、
当

初
三
月
十
日
㈫
に
予

定
さ
れ
て
い
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
て
延
期
さ
れ
、
更
に
直

前
で
祝
賀
会
を
中
止
し
、
感
染
対
策
を
講
じ
た

う
え
で
式
典
の
み
の
開
催
と
な
っ
た
。 

記
念
式
典

は
、
五
十
年

の
あ
ゆ
み
を

綴
っ
た
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
上
映
し

た
の
ち
開
会

し
、
国
歌
斉

唱
、
物
故
者

に
対
す
る
黙

祷

が

行

わ

れ
、
続
い
て
藤
村
文
昭
理
事
長
よ
り
式
辞
が
述

べ
ら
れ
た
。
そ
の
後
来
賓
祝
辞
に
移
り
、
東
北

経
済
産
業
局
長
、
岩
手
県
知
事
、
中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構
理
事
長
、
盛
岡
市
長
、
矢
巾
町
長

か
ら
厚
志
溢
れ
る
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。 

続
い
て
、
功
労
者
表
彰
、
感
謝
状
授
与
及
び

永
年
勤
続
従
事
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
中
小
企
業

庁
長
官
表
彰
三
名
、
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

理
事
長
表
彰
三
名
、
全
国
卸
商
業
団
地
協
同
組

合
連
合
会
会
長
表
彰

三
名
と
組
合
に
対
し

て
商
工
組
合
中
央
金

庫
感
謝
状
が
授
与
さ

れ
、
引
き
続
き
永
年
勤

続
従
事
者
五
十
二
名

の
代
表
に
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
た
。
受
賞
者

を
代
表
し
て
、
岡
村
弥

副
理
事
長
が
謝
辞
を

述
べ
た
。
最
後
に
祝
電

が
披
露
さ
れ
、
記
念
式

典
が
終
了
し
た
。 

 
                  

                              

｢

秋
の
一
斉
清
掃｣

を
実
施 

｢

組
合
創
立
五
十
周
年 

 

記
念
式
典｣
を
開
催 

｢

第
一
部
会
定
例
部
会｣

 

協同組合盛岡卸センター  

役員一同 

組
合
異
動
状
況 

＊
代
表
者
変
更
※
〔 

〕
内
前
代
表
者 

・
㈱
バ
イ
タ
ル
ネ
ッ
ト(

第
６
部
会) 

 
  

盛
岡
支
店
支
店
長 

小
松 

健
悦 

〔
千
葉 

満
輝
〕 

・
㈱
セ
キ
ノ
興
産(

第
３
部
会) 

 
  
 
 
 

代
表
取
締
役 

山
口 

輝
雄 

〔
関
野 

光
俊
〕 

＊
所
在
地
変
更
＊ 

＊
組
合
加
入
＊ 

・
㈲
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス(

第
５
部
会) 

 

事
業
内
容 

不
動
産
業 

 

本 
 

社 

盛
岡
市
茶
畑
１
丁
目
１
２-

１
７ 

 

Ｔ 

Ｅ 

Ｌ 

０
１
９-

６
２
６-

０
０
１
２ 

 

Ｆ 

Ａ 

Ｘ 

０
１
９-

６
２
６-

０
０
３
８ 

 

代 

表 

者 

代
表
取
締
役 

浅
沼 

儀
洋 

・
㈱
レ
ア
・
レ
デ
ィ(

第
１
部
会) 

 

本 

社 

宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区 

 
 
 
 
 
 
 
 

宮
千
代
３
丁
目
９-

１
５ 

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
２-

２
３
２-

６
８
８
１ 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
２-

２
３
５-

２
１
４
２ 

 ＊
社
名
変
更
＊ 

＊
賛
助
会
員
加
入
＊ 

・
㈱
Ｇ
Ｙ(

賛
助
会
員) 

 

事
業
内
容 

車
両
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
・ 

車
両
リ
ペ
ア
・
車
両
板
金
塗
装 

 

所 

在 

地 

紫
波
郡
矢
巾
町
流
通
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南
３
丁
目
２-

２ 

 

代 

表 

者 

代
表
取
締
役 

小
林 

忠
次 

・
㈱
シ
グ
マ
ッ
ト
盛
岡
支
店(

第
３
部
会) 

 
 (

旧
社
名 

佐
藤
製
線
販
売
㈱
盛
岡
営
業
所) 

｢

生
活
習
慣
病
予
防
健
診
・ 

が
ん
検
診｣

を
実
施 

除雪にご協力を!! 

路上駐車は、除雪作業の 

妨げになります 

絶対にやめましょう 



(4) 
令和３年１月１日 ラポール盛岡ニュース １３０号 

            
                        

     

ラポール盛岡１Ｆロビー 
催事予定 

 

催 事 内 容 開 催 日 

１

月 

乾物・珍味販売 7、14、21、28 

婦人服販売 27～29 

たい焼・たこ焼販売 4、5、8、15、20、29 

くつ・かばん販売 12、13、25、26 

健康飲料試飲・販売 25 

２

月 

たい焼・たこ焼販売 5、10、15、19、25、26 

婦人服販売 8～10、22、24 

くつ・かばん販売 1、2、3、19 

ギフト販売 15 

〈
１
月
〉 

〈
２
月
〉 

7
日
㈭ 

新
春
中
央
会
組
合
ト
ッ
プ 

 
 
 
 
 

セ
ミ
ナ
ー(

市
内) 

〃 
 

第
１
部
会(

繊
維
部
会) 

例
会 

〃 
 

第
１
部
会(

靴
部
会)

 

例
会 

19
日
㈫ 

盛
岡
地
域
雇
用
開
発
協
会 

 
 
 
 
 

役
員
会(

市
内) 

16
日
㈫ 

知
事
と
の
意
見
交
換
会(

市
内) 

17
日
㈬ 

第
10
回 
理
事
会 

行 

事 

予 

定 

 
組合共同給油所「ＭＯＣＣＳ」をご利用ください。 

ＭＯＣＣＳ ＳＳ 流通商事（株） 

岩手県紫波郡矢巾町流通センター南 3-10-1広宮沢公園のすぐ隣です！ 
電話番号：019-637-2478 
営業時間：7:00-22:00 祝日 7:00-19:00 
定休日：日曜日、年始 

流通センター内 

雪捨場のご案内 

<指定雪捨場所> 

1.広宮沢公園野球場隣駐車場 

（東側半面のみ） 

2.鹿妻公園ソフトボール場隣

駐車場 

 
雪捨場所に関するお問合わせは、 
協同組合盛岡卸センター 
TEL:０１９－６３８－１１１１ 


